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お
知
ら
せ

　

年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
た
め
、
平
成
二
八
年
度
ま
で
毎
年
度
月

額
二
八
〇
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
二
九
年
度
以
降
は
一
六
、
九
〇
〇
円

で
固
定
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
年
金
被
保
険
者
）

　

�
〇
五
七
〇－

〇
五－

一
一
六
五

　
（
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
）

　

�
〇
五
七
〇－

〇
七－

一
一
六
五

　

横
須
賀
社
会
保
険
事
務
所

　

�
八
二
七－

一
二
五
一

　

四
月
上
旬
に
、
六
五
歳
以
上
の
人
へ
介
護

保
険
料
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
納
付
方

法
と
納
付
金
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
方
法
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
入
通

知
書
か
口
座
振
替
に
よ
る
「
普
通
徴
収
」
が

あ
り
ま
す
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
のののののののののののののののののののの
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

特
別
徴
収
の
人

　

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
六
ヵ
月
間
の
保
険

料
を
「
介
護
保
険
料
（
仮
徴
収
）
決
定
通
知

書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
に
よ
り
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
二
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
額

と
同
額
が
、
四
月
・
六
月
・
八
月
の
各
月
に

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て

い
た
人
も
、
今
年
二
月
に
天
引
き
さ
れ
て
い

な
い
と
き
は
、「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

　

十
月
か
ら
三
月（
六
ヵ
月
間
）の
保
険
料
は
、

町
民
税
が
確
定
後
の
七
月
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。普普普普普普普普普普普普普普普普普普普普

通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
のののののののののののののののののののの
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

普
通
徴
収
の
人

　

四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
三
ヵ
月
間
の
保
険

料
を
「
介
護
保
険
料
（
仮
徴
収
）
納
入
通
知

書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
に
よ
り
銀
行
等
の
金
融
機
関

で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替
を
申

し
込
ん
で
い
る
人
は
、
指
定
口
座
か
ら
の
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

七
月
か
ら
三
月
（
九
ヵ
月
間
）
の
保
険
料

は
、
町
民
税
が
確
定
後
の
七
月
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
のののののののののののののののののののの
切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替
ええええええええええええええええええええ

納
付
方
法
の
切
り
替
え

　

六
五
歳
到
達
時
や
転
入
時
は
、「
普
通
徴

収
」
で
す
が
、
四
月
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

四
月
一
日
に
年
金（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

の
受
給
が
あ
り
、
年
金
の
年
額
が
十
八
万
円

以
上
の
人
は
、
十
月
か
ら
原
則
と
し
て
「
特

別
徴
収
」
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

●
災
害
や
失
業
・
倒
産
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
保
険
料
の
減

免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
費
用
等
の
現
状
を
考
慮
し
て
、
三
年
毎

に
見
直
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
の
基
準
額
は

月
額
三
、
九
○
○
円
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
一
〜
二
三
三

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を 

開
設
し
ま
す　
　
　
　
　
　

　

町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
が
委
託
を
受
け

て
、
福
祉
や
医
療
の
専
門
職
が
住
み
な
れ
た

地
域
で
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
介
護
予
防

プ
ラ
ン
の
作
成
と
、家
族
や
介
護
保
険
事
業
者

に
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

�
八
七
七－

五
三
二
四

　

下
水
道
使
用
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
基
本
料
金
な
ど
が
減
免
に

な
り
ま
す
。
印
鑑
と
左
記
の
要
件
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
の
証
明
書
（
身
体
障
害
者
手
帳

等
）
を
持
参
し
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

同
居
人
・
代
理
人
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

（
１
）
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯　
　
　

全
額
を
免
除

（
２
）
次
に
掲
げ
る
者
が
世
帯
に
い
る
と
き

基
本
料
金
に
相
当
す
る
額
を
免
除

　
　

ア　

障
害
の
程
度
が
一
級
〜
三
級
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
世
帯
に
い
る
と
き

　
　

イ　

児
童
相
談
所
ま
た
は
知
的
障
害
者

更
生
相
談
所
に
お
い
て
「
障
害
の
程

度
が
最
重
度
（
Ａ
１
）、
重
度
（
Ａ

２
）、
中
度
（
Ｂ
１
）
と
判
断
さ
れ

た
人
が
世
帯
に
い
る
と
き

　
　

ウ　

障
害
等
級
一
級
・
二
級
の
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
世
帯
に
い
る
と
き

（
３
）
社
会
福
祉
事
業
法
に
規
定
す
る
社
会

福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
及
び
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
と
町
長
が
認
め
た
施

設
を
経
営
す
る
と
き

基
本
料
金
に
相
当
す
る
額
を
免
除

問
合
せ　

下
水
道
課

　

�
内
線
三
六
一
・
三
六
二

国
民
年
金
保
険
料
額
が

改
正
さ
れ
ま
す

下
水
道
使
用
料
の

下
水
道
使
用
料
の

減
免
に
つ
い
て

減
免
に
つ
い
て

月　　額納　付　期　間

１３，８６０円平成１８年４月～平成１９年３月

１４，１４０円平成１９年４月～平成２０年３月

以後、毎年度月額２８０円引き上げ

１６，６６０円平成２８年４月～平成２９年３月

平成２９年度以降は１６，９００円で固定

介
護
保
険
料（
仮
徴
収
）

の
お
知
ら
せ

（
六
五
歳
以
上
の
人
）
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広
報
は
や
ま
4
月
号

●
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　

障
害
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社

会
を
め
ざ
し
て
、
四
月
一
日
か
ら
障
害
者
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
で

は
障
害
の
種
類
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
に

か
か
わ
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
負
担
は
、
こ
れ
ま
で
の
利

用
者
の
所
得
に
応
じ
た
負
担
か
ら
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
量
に
応
じ
た
負
担
（
原
則
一
割
、

所
得
に
よ
る
上
限
設
定
あ
り
）
に
変
わ
り
ま

す
。
障
害
福
祉
施
設
な
ど
の
利
用
の
場
合

で
、
通
所
施
設
は
食
費
が
、
そ
し
て
、
入
所

施
設
は
食
費
・
光
熱
水
費
な
ど
の
実
費
が
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。（
左
記
①
参
照
）

　

医
療
制
度
も
、
こ
れ
ま
で
の
公
費
負
担
医

療
制
度（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
･
精
神
通
院

公
費
）は
自
立
支
援
医
療
制
度
に
変
わ
り
、申

請
手
続
き
や
利
用
者
負
担
（
原
則
医
療
費
の

一
割
）が
共
通
化
さ
れ
ま
す
。（
左
記
②
参
照
）

●
雇
用
報
奨
金
の
対
象
を
拡
大
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
障
害
者
雇
用
報
奨
金
の
支
給
対

象
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
し
た
場

合
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
精
神

障
害
の
あ
る
人
を
雇
用
し
た
場
合
も
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
額
は
月
額
三
万
円
以
内
で
す
。

●
手
話
通
訳
者
を
役
場
内
に
配
置
し
ま
す

　

手
話
通
訳
者
を
新
た
に
役
場
内
に
配
置
し

ま
す
。場
所
・
曜
日
・
時
間
帯
な
ど
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
障
害
者
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
度
か
ら
障
害
者
手
当
（
町
手
当
）
の

額
が
変
わ
り
ま
す
。（
年
額
）

重
度
障
害
の
あ
る
人　
　
　
　

二
万
五
千
円

中
度
障
害
の
あ
る
人　
　
　
　

一
万
五
千
円

軽
度
障
害
の
あ
る
人　
　
　
　
　
　

一
万
円

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
六
・
二
三
五

障
害
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

障
害
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

が
変
わ
り
ま
す

が
変
わ
り
ま
す　
　
　
　

０円生 活 保 護 世 帯

１５，０００円非課税世帯１※１

２４，６００円非課税世帯２※２

３７，２００円一 般 世 帯

利用者負担上限額

①障害福祉サービス

※１　非課税世帯で本人の収入が８０万円
以下

※２　非課税世帯で本人収入が８０万円を
超える場合

◆は「重度かつ継続」の対象者の場合

０円生活保護世帯

２，５００円非課税世帯１※１

５，０００円非課税世帯２※２

医療保険の自己負
担限度額
（◆５，０００円）

町民税（所得割）
２万円未満

医療保険の自己負
担限度額
（◆１０，０００円）

町民税（所得割）
２万円以上２０万円
未満

公費負担対象外
（◆２０，０００円）

町民税（所得割）
２０万円以上

②自立支援医療

　

地
区
計
画
と
は
、
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
た
都
市
計
画
の
一
つ
で
、
地
区
の
特
性
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
独
自
の
ル
ー
ル
を
定

め
る
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
で
す
。

　

地
区
計
画
は
、例
え
ば
、次
の
よ
う
な
地
区

レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き
ま
す
。

◆
現
在
の
良
好
な 

住
宅
地
を
守
り
た
い
場
合

　

良
好
な
住
宅
地
を
め
ざ
し
て
開
発
さ
れ
た

比
較
的
ゆ
と
り
の
あ
る
一
戸
建
て
住
宅
地

が
、
敷
地
の
細
分
化
が
進
み
、
建
物
が
密
集

化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
環
境
が
悪
化
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
地
区
計
画
を

策
定
し
、
既
存
の
良
好
な
環
境
を
守
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
敷
地
の
細
分
化
の
防
止

（
敷
地
の
最
低
面
積
の
制
限
）、
建
築
物
の

高
さ
や
壁
面
の
位
置
の
制
限
な
ど
の
ル
ー
ル

を
設
け
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
ま
ち
な
み
を
改
善
し
て
い

き
た
い
場
合
や
将
来
の
無
秩
序
な
小
開
発
を

避
け
、
良
好
な
環
境
の
地
区
に
し
て
い
き
た

い
場
合
な
ど
に
も
有
効
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

地
区
計
画
は
、
最
終
的
に
町
が
都
市
計
画

法
の
手
続
き
を
行
い
決
定
し
ま
す
が
、
そ
の

内
容
は
、
地
域
の
理
想
の
姿
を
定
め
る
と
と

も
に
、
土
地
建
物
等
の
財
産
権
を
大
き
く
制

限
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
計
画
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
の
大
多
数
の
住
民
や

地
権
者
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
地
区
計
画
の
原
案
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
地
区
の
人
々
が
主
体
と
な
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
地
区
計
画
と
し
て

い
く
か
を
十
分
話
し
合
い
、
ま
と
め
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課　

　

�
内
線　

三
五
一
・
三
五
三

地区計画を定めて規制等をした場合 地区計画を定めないで放置した場合

活
か
そ
う
！
地
区
計
画
制
度

〜
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
〜
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お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
度 

固
定
資
産
の
評
価
替
え

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
に
固
定

資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有

し
て
い
る
人
が
そ
の
評
価
額
を
も
と
に
算
定

さ
れ
る
税
額
を
そ
の
資
産
の
所
在
す
る
市
町

村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
額
算
定
の
も
と
と
な
る
評
価

額
は
、
各
資
産
価
格
の
変
動
に
対
応
す
る
た

め
三
年
ご
と
に
見
直
し
（
評
価
替
え
）
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
年
に
該
当
す
る

た
め
、
評
価
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
の
評

価
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

《
土　

地
》

　

土
地
の
評
価
は
、
町
内
に
あ
る
標
準
地
の

昨
年
七
月
一
日
現
在
の
鑑
定
価
格
に
基
づ
き

算
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
負
担
調
整
措

置
の
見
直
し
等
の
税
制
改
正
が
行
わ
れ
、
税

額
に
つ
い
て
は
、
評
価
額
が
下
が
っ
て
も
、

負
担
水
準
（
評
価
額
に
対
す
る
課
税
標
準
額

の
割
合
）
が
高
い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
下

げ
た
り
据
え
置
い
た
り
す
る
一
方
、
負
担
水

準
が
低
い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
上
げ
て
い

く
仕
組
み
で
す
。

《
家　

屋
》

　

家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
の
時
点
に
お
い

て
そ
の
場
所
に
同
じ
建
物
を
新
築
す
る
も
の

と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
（
再

建
築
価
格
）
に
、
建
築
後
古
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
考
慮
し
た
経
年
減
点
補
正
率
等
を
掛

け
て
算
出
し
ま
す
。
そ
の
評
価
額
が
上
昇
し

た
場
合
は
、
昨
年
度
の
評
価
額
に
据
え
置
か

れ
る
た
め
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
納
税
者
が
自
己
の
評

価
額
と
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
を
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
際
、納
税
者

で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
、
納
税
通
知
書

や
身
分
を
確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
等
）の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

●
縦
覧
で
き
る
内
容

土
地
の
納
税
者
…
町
内
の
土
地
の
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
評
価
額

家
屋
の
納
税
者
…
町
内
の
家
屋
の
所
在
・
家

屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
評

価
額
等

●
縦
覧
で
き
る
人

　

納
税
者
と
そ
の
同
居
の
親
族
・
代
理
人

●
縦
覧
期
間

　

四
月
三
日（
月
）か
ら
五
月
三
一
日（
水
）

　

八
時
三
〇
分
〜
十
七
時
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

●
縦
覧
場
所　

税
務
課
（
役
場
一
階
）

固
定
資
産
課
税
台
帳 

の
閲
覧
・
証
明

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
制
度
が
法
定

化
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
人
や
そ
の
他
の
人

（
借
地
・
借
家
人
な
ど
）
の
求
め
に
応
じ
て
、

関
係
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
際
、
納
税
義
務
者
本
人
、
納
税
義
務

者
と
同
居
の
親
族
は
、
身
分
を
確
認
で
き
る

書
類
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
法
人
の
場

合
は
社
員
証
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
も
の
を

あ
わ
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
納
税
義
務
者
以
外
に
借
地
・
借
家

人
等
も
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
及
び
台

帳
記
載
事
項
の
証
明
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
賃
貸
借
契
約
書
や
賃
借
料
等
を

払
い
込
ん
だ
こ
と
の
領
収
書
等
の
書
類
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

審
査
の
申
し
出

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
評
価

額
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
台
帳
に
登
録
し
た

旨
の
公
示
の
日
（
今
年
度
は
四
月
一
日
）
か

ら
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
六
〇

日
ま
で
に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
審

査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

納
税
通
知
書
の
発
行

　

今
年
度
の
納
税
通
知
書
の
発
送
は
五
月
一

日（
月
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。
第
一
期
の
納

期
限
は
五
月
三
一
日（
水
）で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人

　

昨
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
で
、
そ

の
家
屋
が
未
登
記
の
場
合
や
滅
失
登
記
を
ま

だ
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課　

�
内
線
二
五
六
・
二
五
七

�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

広
大
な
海
を
舞
台
に
東
西
の
交
流
が

展
開
し
た
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
陶
器
や
エ

ナ
メ
ル
装
飾
が
施
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
製
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　

四
月
二
九
日（
土
祝
）〜
十
二
月

二
四
日（
日
）十
時
〜
十
七
時

　
（
入
場
は
十
六
時
三
〇
分
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日

　

※
四
月
三
〇
日（
日
）と
五
月
六
日

（
土
）は
開
館

場
所　

湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
一
階　

　

Ｋ－

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
展
示
室

入
場
料　

一
般
三
〇
〇
円
、
十
人
以
上

の
団
体
二
〇
〇
円
、
高
校
生
以
下
と

障
害
者
の
人
は
無
料
（
学
生
証
、
障

害
者
手
帳
等
を
提
示
）

問
合
せ　
（
財
）か
な
が
わ
学
術
研
究
交

流
財
団
�
八
五
五－

一
八
二
二
・
一

八
二
三
（
展
示
室
直
通
）

 
煌 
め
き
を
求
め
て

き
ら－

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の 
匠 
た
ち－

た
く
み

第
四
期
平
山
郁
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
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固
定
資
産
の
評
価
替
え
を
行
い
ま
し
た




